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活動の目的

　和気町ではまち・ひと・しごと創生総合戦略の下、公営塾運営、放課
後学習支援、英語特区の導入等、教育の町「和気」構想が進んでいる。さ
らに高校が地域の拠点校としての役割を果たし、小中高と地域が連携し
てグローカルな視点を育成する学習機会を創出することで、持続的なま
ちづくりに寄与することが必要である。そこで、地域の教育力向上につ
ながる持続可能な異校種間連携、地域連携の実現をめざし、本活動を実
施した。

活動の内容及び経過

　上記の目的を達成するため、（1）地域と世界を結ぶ学習の推進、（2）
海外研修による現地での交流、を柱に以下の活動を実施した。
（1）地域と世界を結ぶ学習の推進
①こくさいフォーラム  in  Wake
　第1～3回は県内在住の留学生を招き、ワークショップを通して海外の
文化を学びながら自分が生きる地域と世界について英語を活用して体験
し、グローバルにもローカルにも共通する知見を学んだ。第4回は県外か
ら地域活性化の専門家を招き、「多様な主体による協働会議」として、学
校と地域の協働の在り方について地域の方を交えて協議した。
・第1回（5/28）Is  Wake  so  isolated  from  the  world？
・第2回（7/22）The  Life  of  Japan  and  the  World
・第3回（11/19）Create  your  ideal  country！
・第4回（12/9）地域にとって学校とは、学校にとって地域とは
②和気高  de  理科チャレンジ
　8月1日、和気閑谷高校を会場に、小学生対象の理科実験講座を開催し
た。町内の小学生37名、保護者25名が参加した。内容は、光であそぼう、
水をつかもう、吹きゴマを飛ばそう、いろいろな動物の行動を見よう、の
4講座で、各講座に高校生が配置し、子どもたちをサポートした。
③English Camp
　8月25～26日、岡山県青少年教育センター閑谷学校において、和気町
社会教育課との共催でEnglish Campを開催した。このキャンプの目的
は、高校生が企画したアイスブレイクや英語ゲーム、外国人による文化
紹介、野外活動等を通して、和気町の小中学生に英語と触れあう機会を
提供し、外国の方と英語でコミュニケーションを取れることの楽しさを
知ってもらうことである。小学生14名、中学生9名、高校生25名、韓国
昌原龍湖高校生21名、外国人11名を含む計97名が参加した。
（2）海外研修による現地での交流
①中国上海市嘉定区サマーキャンプ
　7/30～8/7、昨年度に続き、中国上海市嘉定区が主催するサマーキャ
ンプに2名を派遣した。このキャンプには嘉定区が友好都市を結ぶ6か国
8都市（和気町を含む）から16名の高校生が参加した。孔子廟・博物館見
学、中国伝統衣装体験、ホスト役の高校生宅での家庭体験等、中国の文
化に触れながら英語で交流し、相互理解を深めた。
②韓国ASPnet校訪問交流

　12/14～17、昨年度に続き、姉妹校である韓国沃川高校に3名を派遣し
た。授業体験、校内見学、部活動見学等を行った。ユネスコクラブとは、
論語・孔子を共通のテーマにそれぞれが事前に学習した内容を発表し合
った。さらに「理想の学校」を主題にお互いに意見を交換した。また、3
泊のうち1泊は沃川高校の生徒寮に宿泊し、交流を深めた。

活動の成果・効果

　小中学生と関わる中で「同じ目線になり積極的に声をかけ笑顔で説明
する等の工夫をした」「自分たちに何ができるか、どうすればよいか、を
自分で考えるようになった」「未来を考え思考、ふるまい、態度、感覚を
変えることが大切と思う」など、高校生の行動力、観察力に大きな伸び
が見られた。さらに「小学校、中学校、高校がつながり、地域の人とも
つながって和気町が盛り上がり、やりがいがある」と教育分野での魅力
化を通して地域の活性化に貢献する実感が生まれている。
　また、地域の方へのインタビューでは「地元に住んでいても地元に貢
献する機会が無く過ごしてきたが、改めて何ができるかを考えてみよう
と思う。具体的に、現実的に、主体的に」など、地域での活動を自分自
身に関係するものととらえ社会に参画しようという大人たちの意識・行
動の変容につながっていることが明らかになってきた。
　なお、この活動を含む「和気閑谷高校魅力化プロジェクト」が、文部
科学省・経済産業省主催「第7回キャリア教育推進連携表彰」で最優秀賞
を受賞した。

今後の課題と問題点

　事業を継続することで、小中高校生と大人が学び合い育ち合う地域内
での教育循環を確立する。また、中山間地域における異校種間連携、地
域連携のモデルとして、積極的に情報発信する。
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